
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

紅大豆に関するお問い合わせ先 川西町産業振興課６次産業推進室  TEL 0238-42-6696 

平
成
18
年
に
は
町
の
伝
統
作
物
で
あ
る
こ
の
赤
豆
を
復
活
さ
せ
る
た
め
、
町
の
農
家
に
よ
る

「
川
西
町
紅
大
豆
生
産
研
究
会
」
が
結
成
さ
れ
た
。
紅
大
豆
の
生
産
を
一
手
に
担
い
、
平
成
２４
年

に
は
25

ha
に
面
積
を
拡
大
。
町
内
で
は
、
紅
大
豆
を
使
っ
た
味
噌
、
豆
腐
、
ケ
ー
キ
、
ソ
フ
ト
ク

リ
ー
ム
な
ど
、
様
々
な
食
べ
物
が
増
え
て
お
り
、
そ
の
消
費
は
町
内
外
に
広
ま
っ
て
い
る
。 

マドローム★紅ダリの完成！ 

スイーツは全て手作り 

紅大豆ワッフル 

イベントでも販売中 

紅
大
豆
が
生
ま
れ
変
わ
る 

と
は
？ 

紅
大
豆 

若
い
う
ち
は
緑
の
枝
豆
に 

見
え
る
が
、
成
熟
す
る
と
赤
く 

色
づ
く
の
が
特
徴 

 

大
豆
イ
ソ
フ
ラ
ボ
ン 

骨
粗
鬆
症
や
更
年
期
障
害
に
有
効 

Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ 

血
圧
上
昇
の
抑
制 

ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン 

疲
れ
目
の
予
防
、
視
力
の
改
善 

成
分
特
性 

９ 

川
西
町
で
は
古
く
か

ら
、
赤
豆
を
煮
豆
に
し

て
食
べ
ら
れ
て
き
た
。 

平
成
１４
年
「
大
豆
料

理
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
の
注

目
を
き
っ
か
け
に
、
そ

の
後
本
格
生
産
が
始
ま

っ
た
。
そ
し
て
紅
花
に

ち
な
ん
だ
「
紅
大
豆
」
と

命
名
さ
れ
た
。 

農楽里的スイーツ 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

置
賜
農
業
高
校
で
は
、
川
西
町
の
在
来
作
物
で

あ
る｢

紅
大
豆
（
べ
に
だ
い
ず
）｣

を
用
い
た
ス
イ
ー

ツ
の
生
産
・
販
売
を
行
っ
て
い
る
。 

 

一
番
人
気
は
「
マ
ド
ロ
ー
ム
★
紅
ダ
リ
」
（
上
写

真
）
。
生
地
に
米
粉
を
練
り
込
み
、
紅
大
豆
の
煮

豆
を
入
れ
た
マ
ド
レ
ー
ヌ
だ
。
高
畠
町
の
米
織
観

光
セ
ン
タ
ー
で
毎
週
末
に
販
売
し
て
い
る
他
、
町

内
の
直
売
所
等
で
販
売
し
て
い
る
。 

 

他
に
も
紅
大
豆
ワ
ッ
フ
ル
、
ソ
イ
ば
ぁ
、
ベ
ジ
タ

ブ
ル
の
オ
レ
ン
ジ
色
や
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
青
色
を

加
え
た
彩
り
マ
ド
ロ
ー
ム
プ
チ
な
ど
、
紅
大
豆
を

使
っ
た
ス
イ
ー
ツ
は
幅
広
い
。 

 

こ
れ
ら
は
園
芸
活
用
科
の
２
、
３
年
生
が
授
業

の
一
環
と
し
て
一
つ
一
つ
手
作
り
し
て
い
る
。
加

工
販
売
の
み
な
ら
ず
、
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄

り
に
紅
大
豆
弁
当
を
届
け
る
「
紅
大
豆
弁
当
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
、
小
学
校
へ
の
出
前
授
業
で
紅
大
豆
の

豆
腐
作
り
を
教
え
た
り
と
、
地
域
に
根
ざ
し
た

活
動
を
行
っ
て
い
る
。 

川西町の伝統作物 

高
校
生
の
自
慢
の
一
品 

８ 




